
 

すずき・ぎざん 
 

儒家 

 

経 歴 

生：安永元年（１７７２年）、福山生まれ 

没：天保５年（１８３４年）９月２６日、脚疾により福山で没、享年６３歳、洞林寺に葬る 

天明８年（１７８８年） １７歳 
阿部正倫に召されて医儒「弘道館世話取並御屋形講釈」を

務める 

寛政２年（１７９０年） １９歳 家督を襲ぎ弘道館に勤める、「御医師本科」 

寛政７年（１７９５年） ２４歳 「眼科兼」 

寛政１０年（１７９８年） ２７歳 儒医 

享和２年（１８０２年）１１月１５日 ３１歳 儒者本役（上下格御儒者） 

文化６年（１８０９年） ３８歳 奥詰 

文化６年（１８０９年） ３８歳 勇鷹神社創建に当り、御用掛を命ぜられる 

文化６年（１８０９年） ３８歳 菅茶山とともに『福山志料』を編纂 

文化１０年（１８１３年） ４２歳 御使番格 

文政２年（１８１９年）５月 ４８歳 
阿部正精に召されて江戸へ祇役して丸山学問所に勤めなが

ら奥講釈を務める 

文政３年（１８２０年）７月 ４９歳 帰福、大目付被仰付、奥詰並家中学問世話是迄通 

文政７年（１８２４年） ５３歳 御儒者 

文政１０年（１８２７年） ５６歳 奥詰 

天保２年（１８３１年）正月 ６０歳 再度江戸へ召され丸山学問所に勤める 

天保３年（１８３２年） ６１歳 帰福 
 

 

生い立ちと学業、業績 

安永元年（１７７２年）福山生まれ。名は圭雲・圭輔・徳輔、諱は圭、字は君璧、宜山はその号

である。藩医たる父鈴木冠巖（鈴木順節）の長子。 

 



はじめ阿部正倫により医儒を勤める。 

寛政２年（１７９０年）家督を襲いで百石を支給され、弘道館に勤めた。 

享和２年（１８０２年）儒者に上り、享和６年（１８０６年）奥詰。 

菅茶山とともに『福山志料』を編纂し、その労により章服を賜る。 

 

享和９年（１８０９年）勇鷹神社創建に当り、御用掛を命ぜられる。 

 

文政２年（１８１９年）５月には阿部正精に召されて江戸へ祇役して丸山学問所に勤めながら奥

講釈を務める。 

文政３年（１８２０年）７月帰福。 

天保２年（１８３１年）正月、再度江戸へ召され丸山学問所に勤める。 

天保３年（１８３２年）帰福。 

 

宜山は頼山陽と深い交わりがあった。 

宜山の人となりは躯幹肥大、豪飲して紊れず。 

寡言だが人のためには情理をつくした。 

経義に通じ、三礼に精しかった。 

 

天保５年（１８３４年）、脚疾により没する。享年６３歳。洞林寺に葬る。 

本人は墓誌を頼山陽に託していたが、山陽が先に亡くなったので、宜山の子・鈴木秉之助

は、自分の師である篠崎小竹に嘱した。 
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